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義

」（

新

国

家

主

義

言

政

策

、
教

育

基

本

法

改

啓

の

先

取

Ｏ

と

い

わ

れ

る

都

教

委

だ

け

匚

、

い

く
つ

も

報

告

が

つ

づ

く

。

教

育

基

本

法

四

問

題

で

は

今

圭

二

九

ま

０

耿
Ｏ

上

げ
ら

九

な

か

っ

た

社
（

薮

育

関

禪

者

か

ら

气

図

ご

館

も

公

民

館

も

危

な
い

と

顛

一

万

画

っ
た

。

お゙国のため
戔
は、まっぴらだ

競争と管理教育はお断り

言

卜人
か

ら

は

口

本

匸

節

犒

社
説
党
か
ら
の

発
言

七

続
弌

発
足
し
た

ば
か
０
と

卜

う
犬

上

党

の

ノ

ペ

う

言

韜
指

押

参
川

者
か

ら・

言
言
四
拍
千
加
ハ

ト
た

。

小
森
陽

二

元

は

双

育

尚
本
泌
の
第
工
条
は

Λ
教

育

は
上

ず
和

⑤
な
国
家
及

谷
社

会
四

形
成
者
と
し
匸
円

理
と

毋

麦
を
愛
し

個
人
の

価
値
を

薤
苧

・
白

工

的
な
佰
御
七

充

ち
た
国
民
の
育
席

・
ソ

と
し

口
匸
い
る
。
与
党
四

教
育

基

本
法
改
正

中
川
報
告
は

、
二

九
を
Λ
教
育
が
∧
樞
の
完

成

を
め
ざ
し

心
身
几
言

健
康

徨

固
民
四
育
戊
を
め

ざ
す
▽
言

京

大
よ
う
と
匸

匸
卜
る
。
心

心
い
は
閇

し
か
、
平
和
な

紆

会
四
形
説
晋
、
削
川

岸
正

義

を
遐
す
る
も

①
に
な

⊇

し
も

う

二
匸
は
困
る

①
仁

お
円

的
た
め
に
⑤
を
投

げ
山
す
人

門
言
し
た
て

る
こ

ぬ
言
、

佃

Λ

⑤
ｍ
筐
卆
毋

ん
こ

ち
ら

っ

て

ば
国

乙
の
匸

と

。
婆
〔

圧

本
法
改
悪
阻
止
は

、
り
⑤

と
戦
争
を
す
る
国
に
し
て
は

夕

つ
な
卜
と
卜

う
恍
言
卜
し
と

ア

ビ
ー
ル

。

高
倡
簡
朧
さ
ん
は

「
作

付

抂
本
法
い
こ

悪
は
憲
法
改
悪

①

剛
段
陪
の
よ

う
匸

ブ
か

れ

る
が
、
そ
れ
だ
け

匸

な
く

、

言

リ
余

見

仏

心
破
壊
で

あ

り
取

付
の
俚
想
の
実
川
を
言

八

れ
る
匸
と
仁

改

忠
謫
皿
に

た
ち
か
め
ざ
す

八

白
山
生

義
我
戸

は

説
争
七
管
仰
の
・
・

言

ヅ

元

口

、
饐
争
匸
聯
匸

な
い

も

①
ば
不
良
品
七
し
て

切
り
捨
て
匸

い
く
救
白
匸

戸

片
石

八
百

四
口

巾

回

」
め

で

あ
气

私
いこ
九
回
幵

①
白

山
の
た
め
の
鬪
口

万
あ
る
」

仁
拮
っ
心

27市民団体が抗議行動 ／

米軍のファルージャ総攻撃反対

八

口

』
牡
ソ

レ
ヘ
親
し

は

や
砂
二
！

米
下

回
、
六
戸

ら
匸

イ
ラ

ク

ー
フ

ァ
ル

ー

ジ

ヤ
四
総
攻
旱
尚
下

力
上
ノ

」。

米
叩
の
フ

ァ
ル

ー

ブ
ヤ
价

詰
〔

拮
本
法
は
拮
本
よ
べ

・
攻
斤

に
比
対
す
る
二

巾
氏
川

白

に弌

山
犬
で

簡
中
匸

往

凡

る
匸
と
が
で

き
る
。

「
匸

の

次
は
皆
匸

阿
仁

心
付
し
か
け

吟
四
緊
急
仟
ご
掛
け
で

、

巾

尽

こ
う

い
Ｏ

人
加
川
囗
灰

、

末

に言

心
回
四
米
川
人
汗
削

二

魯
几
よ

う
」
と
卜

う
声
色
　

匚
近

し
ｊ
Ｔ

ビ
ル

前
に
、

牛

宍

」
卜
七
。
表
卜
に
、
新
聞
二

旋

早

余

罪

①

す
た

や

ら

足

ず
つ
一
、
つ
ぃ
月

七
千

巴

力
匸
（

も
里
め
ら
且

仁

円

時
す
き
か
ら
銀
座
方

向
七
向

け

⑤

卜

子

か
匸
（

レ
ム

に

が
行
わ
れ
仁

集
会
匚
は
子
ど
も
も
参
加

ケ

ン

ド
ル

、

纈
断

排

、

こ

う

ガ

ー

ド

令
尹

七

次

土

足

卜

言

渋
行

付

け

当

初

、

米

国

人

他

言

佰

草
子

足

し

匸

卜

と

か

、

皿

乍

に
士

☆

鎖

亡

柚

、
人

使

言

仁
八
∩

ｙ
戸

匸

白

摧
⊃

乱

言

ぺ
且

匸

厂

柚

八

卜

八

は

ら
言

を
通

匸

す

る

崖
利

仁

あ

る

。

回
万

万

行

刑

は

違

法

仁

人

眄

言

も

圭

仁

二
辻

川

六

巾

大
四

白

白

凹

言

片

匸

石

言
匸
し

か

る

べ
Ａ

卜
匸

三

回
一
祭

蝠

勹

①

几

冂

友

言

か

ら

ス

ケ

・
ヘ

Ｅ
Ｉ
ゾ
ｊ

Ｌ
ヽ

し

、

参
川

片
に
寸

寸

七

ダ
イ

ヤ

を

浪

士

匸
　

ノ

ア
ル

ー

ソ

ヤ
万

総

攻

字

は

、
厂

二

烏

や

咎
人

、

諚

性

な

七
行

不

別

出
入

口

佐

竹

卜
二

二

卜

卒

口

細
織

は
レ

ゲ

こ

い

、

。

般

川
人

々

才
六

字

亡
八

匸

卜

る

。
ア

ノ

冂

力
二

七
一
戸
凵

リ

ス

ト

牡

。

谷

ｙ
九
ソ

く

攻
ツ

を

や

⑤

言

言

匹

气

白

術

捏
ち

川

時

撒

遐

寸

上

’
・
匸

】

言

言
　

「

怙
『

ば

价
川

し

匸

卜

る

㈹

上
口

じ

、

仏
几

几

九

号

こ
り

し

上
り

才

０‐
1を

卜

け

よ

う
　

七

呼
匸

ド
レ

ス

ー』
　
ｒｒｌ
―
　

″

①

ブ

バ
①

千

吹

悃

川
巾

叫

人

元

辻
、

√
ヤ
つ
、
足

か

卜
川

］①

方

ん

⊃

り
テ
レ

ビ
な
ど
已
匸

卜
ら
韭
な
卜

．

イ

フ
ク
て

ば
言
言

二

水
ズ

払
止
玉

二
八

辷

匸

①

悲

言

ぺ
状

態
を
］
毎
回

八

万

り

三
体
午

」足

る

卜

白

①

卜
。

⑤
り
①
柏
り
願
匸

气

▽
ヨ

シ
ュ
人
几
言
上

小
足
Ｏ

川
廿

二
上
ニ
ヤ
フ
ふ
づ
〕
三

拘
二
し

⑤
せ
土
サ
バ
个

二
友

丁

回
犬

上
仲
川
三

卜
友

三
八

千

縦
谷

ド
ド
言

心
上

七
匸
二

八

遭
刈

又
寸

六
舌
マ

元

岸

勺

卜
言
エ

ト
匸
广

づ
仟

千

葎

弋

三
匸

八

二

言

え
る

厂
衣

代
八

白
又
上
人

回
言

言
送
∩

、
『
フ

二
千

‐
ｊ

匸

二
へ

六
千

卜
白

讐

圧

九

二

卜
皿
匸
匸
二

七
万

卜
　

二

九

个

言

言

亡
し

↓
半

白

匸

ｙ
土

テ

ケ

ツ

大
半

士

下

回
し
仁

自

衛

隊

の

イ

ラ

ク

撤

退

求

め

て

市
民
と
国
会
議
員
が
緊
急
院
内
集
会

イ

フ
ヶ

突
門

え
援

行

別

外

片

川

州

拮

本
匸

山

匸

よ

る
∩

術

隊

臨
三

川

副

帽

に

川

口

口

匸

川

牡

石

上
延

友

白
石

ミ

ろ

へ

、
匸

る

言

卜

に
対

し

、

川

汗

水

谷

イ
余

め

る

巾

二

川

休

、

「

叫

尹
卜

崕

八

言

①

ソ

こ

徨

巾
尽

緊

急

行
皿

下

和

を

勹
ｙ

勹

圉

す

……
じ
八

ハ

ネ

ッ
ト

「

甘

砂

言

八
八

ず

る

牛

リ

ス

ト

ケ

イ
し
匸
二

川

仟
し
掛
回
匸

冂
口

、
巾
大
七

士

謳

白
川
・緊
急
院
内
災
且

ソ

㈲
か
加

仁

圉
か
降
る
ヅ

口
二

回

仁
仟
ひ

掛
け
七
礼
万

万
辷
ら

す
し
Ｉの
Ｏ
匸

係

言

ダ
ン
ケ
ニ

回
付

言
二
三

心
ト

ス

ビ

仁

大

仁

呼

卜
二
二

卜

、
几

大

卜
匸

、
幵

①
罔

儿
⑤
づ
卜
利

ス

レ

代

几
リ

い ろ い ろ な 国 の 言 葉 を ／＼ネ ル に レ 訴 え た

乙

白

参
川

ノ
◇

夕

二
言
、
①

卜

回

士
卜
戸

匸

①

仁

バ
几
ノ

ロ

仰

ブ
乱

牟

十

冷
ニ

ク

ツ

九
対

⑤
叩
皿
二
＜

⊃
‐（
ト

ト

術

⑤
ヤ
イ
ト
几
二

九
フ

匸

ト
ヤ

ヅ
匸

イ

ノ

ズ
ル
で
二

二

壮

求

半

仁

九

言

⑤

べ

言

言

辷

耿

卜

三

百

匸

。一

仁
言

言

叩

言
匸

ツ

ノ

匸

る

、
口

本
づ
づ

∠
二

言

衛
行

水
世

叩

完

卜
足

九

大
、

小

言

口
川
廿
川
⊃

ご

二

回

隊
才
回
付
匸
匸

卜
乙

地
以

寸

井
使
闘
地
啓

上
、
几

か
言

厂
几

レ

テ

ヤ

⑤
言
二
・
寸

心

乱

上

二
二
匸

＼

ノニ
フ
ヶ
个
引

之
言

言

三

七

ヅ
・
手

土

①

ゲ
ヅ
言
价

匸

ト
レ

士

①

帽

匸
・ド
匸

」

价

べ

十
匸

匸

休
匸

勹

匸

卜

匸

七
尹

づ
川

寸

言

七

牛
。

∇

ラ

ケ

ゾ
①
り

。七
言

卜
一

言

ゲ

匸

寸

二

昌

三

［

千

、
　

タ

ト

一
　

⊃

弓

壮

三

二

元

二

心

逗

回

つ

シつ

・
小

。ｌ］に
にへ
二
六

に

ト

ノ

千

言

言

…

……］ｙ
・

‘。
ヽ｛

に・
▼

・ヽ 一
’・
’一

乍

｝

さ

卞

、

○

①

ブ

ノ

匸

⊃

彦

卜

匸

よ

言

二

匸

言

言

言

づ

大

夕

⑤

レ

ゾ

う
石

子
　

万

万

二

戸

言

言

☆

卜

匸

白
内

Ｉ
ケ

ブ
谷

二
二

二
七

子
犬
言

言
匸
Ｏ

ニ
ュ
ー
ス
く
り
つ
ぷ

・

ヱ

フ
フ
ァ
ト
議
長
死
去

石

上

Ｏ

匸

し

参

言

で

イ

Λ
　
　

○

う

…
…

一
・
”
。－
一
ヴ
ー
ご
し
’‘
｛

‘て
卜

’い
つ
’。‘゙

匸

卜

心

匸

六

大

八

（

∧

に
ザ

ニ
Ｊ

）
。ｙ

一一
つ

‘
ノ

…

…

’
・
工

、
｝
’一

什
鵬

祐
寸
怨
卜
口
匸
、

自 待il隊 員 も 危 険 に さ ら さ れ て い る ぐフ ジ Ｔ Ｖ よ こ勁

匸

）

プ

勹

⑤

入

匸

言

匸

こ

ザ

言

卜

匸

Ｊ

ノ

フ

ニ

ト

ニ

匸

一

い
．

Λ

ｙ
‘

・

’
、

‘

”］
ｙ
・
．
こ
こ

１ １
へ

Ｊ’
．
へ

｛

肛

‥
ｙ
づ

ノ

仁

三

回

七

乙

匸

○

ビ

三

二

・

韓

国

国

会

、

旧

日

本

車

慰

安

婦

歴

史

資

料

館

建

設

決

議

叫

卜

参

回

匸

片

了

二

回

匸

、

ロ

リ

心

下

廿

几

ゾ

⑤

匸

白

口
で
矢
匸

卜

言
（

白

二

卜

卜

口

口

言

千

言

千

万
言

二

千
白

仁

厂
・

都
立

高

「
奉
仕

」
必

修
へ

削

ヤ

ゾ

∩

匸

匸

卜
○

ツ
ここ
に

ノ
ッ
マ

ベ
二

万

利

八
乱
に
匸
　

二
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、が問題

等法

 

ヲ
』
ラ
』

均
● フ ォ ー ラ ム シア タ ー で ●

均
等
待
遇
の
法
制
化
実
現

を
目
指
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
、
均
等
待
遇
ア
ク
シ
ョ
ン

21

(東
京

・
文
京
区
)
は
、

13
日
、

「フ
ォ
⊥
フ
ム
シ
ア

タ
ー

こ
こ
が
問
題
、
均
等

法
ー

『間
接
差
別
』
早
わ
か

り
講
座

基
礎
編
」
を
、
総

評
会
館

(東
京

・
御
茶
ノ

水
)
で
開
い
た
。

講
座
に
先
立
ち
集
会
で
は

9
月
、
厚
生
労
働
省

・
労
働

政
策
審
議
会
雇
用
均
等
分
科

会
で
、
男
女
雇
用
機
会
均
等

対
策
に
つ
い
て
の
審
議
が
始

っ
た
こ
と
を
受
け
、
分
科
会

の
労
働
側
委
員
の
吉
宮
聰
悟

(連
A口男
女
平
等
局
長
)
さ

ん
か
ら
、
分
科
会
進
行
の
模

様
を
聞
い
た
。
現
在
分
科
会

で
は
、
議
論
の
対
象
を
ど
う

文
化
を
め
さ
し
、
運
動
を
し

て
い
く
方
針
だ
。

続
い
て
行
わ
れ
た

「フ
ォ

⊥
フ
ム
・
シ
ア
タ
ー
」
は
、

フ
ラ
ジ
ル
の
債
出
家
、
ア
ウ

グ
ス
ト
・
ボ
ワ
ー
ル
が
体
系

な
り
、
場
面
が
来
た
ら
、
観

客
が
劇
を
中
断
さ
せ
て
意
見

を
出
し
、
役
者
、
観
客
が

一

体
と
な
っ
て
、
問
題
を
討
議

し
て
い
く
と
い
う
方
法
。
21

歳
の

「均
子
」
さ
ん
は
、
総

で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
で
き

た
と
い
う
。

2
回
目
の
上
演
で
、
参
加

者
が
、
問
題
点
を
指
摘
、
劇

に
参
加
し
て
台
詞
を
変
え
て

い
く
の
で
、
物
語
の
結
末

「間
接
差
別
」
早
わ
か
り
講
座

す
る
か
に
留
ま
り
、

「具
体

的
議
論
は
年
明
け
く
ら
い
」

と

い
う
。
2
0
0
6
年

に

は
、
均
等
法
改
訂
の
情
報
も

あ
る
中
、
同
ア
ク
シ
ョ
ン
で

は
、
こ
こ
に
均
等
待
遇
の
明

化
し
た
手
法
。
身
近
な
間
接

差
別
に
つ
い
て
、
問
題
を
含

ん
だ
劇
を
上
演
。
1
回
目
は

役
者
が
演
じ
、
2
回
目
に
も

う
一
度
同
じ
劇
を
進
行
さ
せ

る
中
で
、
疑
問
を
抱
く
台
詞

合
職
で
ハ
リ
ハ
リ
働
く
は
ず

が
転
勤
問
題
で
一
般
職
と
な

り
、
第
2
子
出
産
を
前
に
契

約
社
員
に

。
筋
書
き
は
、

同
ア
ク
シ
ョ
ン
の
働
く
女
隆

た
ち
が
加
わ
り
考
え
た
の

い
。
両
親
保
険
の
財
源
は
、

事
業
主
が
支
払
う
社
会
保
険

か
ら
拠
出

(全
従
業
員
の
支

払
い
給
与
の
2
・
20
%
)
さ

れ
て
い
る
。

育
児
休
業
は
、
両
親
合
わ

せ
て
、
4
8
0
労
働
日
取
得

で
き
、

「両
親
保
険
」
で
、

編礎基

は
、
全
く
異
な
っ
た
も
の
に

な
る
。
上
演
後
、
グ
ル
ー
プ

討
議
、
討
議
結
果
を
発
表
す

る
が
、
同
じ
劇
な
の
に
、
切

り
取
る
面
は
さ
ま
さ
ま
。「差

別
の
多
重
構
造
が
見
え
て
く

休
業
直
前
の
所
得
の
8
割
を

3
9
0
労
働
日
保
障
。
2
年

半
以
内
に
次
の
子
を
産
む

と
、
労
働
時
間
を
短
縮
し
て

の
復
職
中
で
も
、
前
の
子
の

時
と
同
じ
所
得
保
障
が
再
び

受
け
ら
れ
る
と
い
う

「ス
ピ

ー
ド

・
プ
レ
ミ
ア
ム
」
と
い

る
。
い
ろ
い
ろ
な
経
験
が
出

て
く
る
の
が
フ
ォ
⊥
フ
ム
シ

ア
タ
ー
の
特
徴
」
と
指
南
役

均等待遇アクション21

ね

 

の
笹
森
茂
子

(演
劇
活
動

家
)
さ
ん
。

二
度
で
も
参

加
す
れ
ば
、
こ
の
方
法
を
全

の
剤労
働
響

.出
盤
、蔀

の
関

係
川

少
子
化
対
策

へ
提
言

研
究
官

・
林
伴
子
さ
ん
)。

報
告
は
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル

ム
地
域
在
住
の
35
歳
～
44
歳

ま
で
の
パ
ー
ト
ナ
ー
の
い
る

男
女
各
3
0
0
人
に
調
査
し

た
も
の
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

出
産
期
の
女
性
の
労
働
力
率

は
、
84

・
3
%
も

あ

る

の

に
、
出
生
率
は
2
0
0
2
年

で
ー

・
65
%

(日

本
1
・

32
)
と
高
い
。

「女
が
外
に

出
る
か
ら
、
子
ど
も
が
生
ま

れ
な
い
」
で
は
な
く
、
い
ま

や
、
女
駐
の
労
働
力
率
が
高

い
国
ほ
ど
出
生
率
が
高
い
こ

と
が
わ
か
っ
た
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
出
生
率

を
支
え
て
い
る
の
は
、
所
得

保
障
有
り

(両
親
保
険
)
の

1
年
以
上
も
の
育
児
休
業
制

度
、
待
機
児
童
ゼ
ロ
と
い
う

保
育
サ
ー
ビ
ス
、
児
童
手

当
、
労
働
時
間
の
短
縮
と
い

っ
た
、
家
族
政
策
の
充
実
が

上
げ
ら
れ
る
と
言
う
。
同
国

で
は
、
育
児
負
担
を
社
会
全

体
で
担
う
基
本
理
念
が
あ

り
、
家
族
政
策
へ
の
財
政
支

出
は
、
対
G
D
P
比
3

・
31

%

(日
本
0
。
47
%
)
と
高

う
制
度
も
あ
る
。
日
本
で

は
、
67
%
の
女
性
が
妊
娠
し

退
職
し
て
い
る
が
、
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
で
は
、
出
産
し
た
7

割
以
上
の
女
陛
が
育
児
休
業

を
取
得
。
ま
た
、
子
ど
も
が

8
歳
に
な
る
ま
で
労
働
時
間

を
4
分
の
1
短
縮
で
き
、
再

国
に
広
め
る
こ
と
が
出
き

る
」
と
も
。
今
回
、
均
等
ア

ク
シ
ョ
ン
21
が
、
こ
の
手
法

熱 演 す る メ ノハ ー

 

-

「

刊
1

1

]

」
」

「女
陛
の
労
働
力
率
が
高

い
国
ほ
ど
、
出
生
率
が
高

い
」

内
閣
府
経
済
社
会
総

合
研
究
所
が
こ
の
ほ
ど
ま
と

め
た

「日
本

・
ス
ウ

ェ
ー
デ

ン
家
庭
生
活
調
査
報
告
書
」

で
、
こ
れ
ま
で
負
の
相
関
関

係
と
い
わ
れ
て
い
た
、
女
性

の
労
働
力
と
出
生
率
の
関
係

が
、
家
族
政
策
の
充
実
と
若

年
雇
用
政
策
に
よ
り
、
正
の

相
関
と
な
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

こ
の
調
査
は
、
女
陛
の
労

働
力
率
が
日
本
と
ほ
ぼ
同

じ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
出
生

率
上
昇
の
背
景
を
探
り
、
日

本
の
少
子
化
対
策
へ
の
提
言

に
し
よ
う
と
い
う
も
の
だ
。

先
頃
、
内
閣
府
で
開
か
れ
た

え
が
り
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主

催
の
会
で
報
告
が
あ

っ
た

(報
告
者

・
同
研
究
所
主
任

師

で
、
講
座
を
開
く
こ
と
に
な

っ
た
の
は
、
こ
の
7
月
、
メ

ン
バ
ー
が
、
米

・
ロ
ス
ア
ン

壌 蓮論給付

ll撫臨∴
ロ
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家族政策財政支出とは 家族政策現金給侍(育児休業手当 児童手当等)と家族政策サーヒス給付(保育所等)の合計

び
、
フ
ル
タ
イ
ム
に
移
行
で

き
、
両
親
と
も
に
18
時
前
に

は
帰
宅
し
て
い
る
。

林
さ
ん
は
、

「晩
婚
晩

産
、
親
も
高
齢
化
と
言
う
時

代
。
社
会
で
支
え
て
い
か
な

け
れ
ば
」。

憲
法
改
正
が
目
指
す
も

の

11

・
3
憲

法

集

会

一
方
、
条
文
で
は
地
方
自
治

体
と
国
民
に
自
立
と
自
己
貴

任
と
国
へ
の
協
力
を
謳
う
な

ど
、

「権
力
に
優
し
い
憲

法
」
に
改
変
。
憲
法
改
正
の

ハ
ー
ド
ル
も
低
く
し
、
国
会

議
員
の
半
数
以
下
で
、
改
正

が
可
能
。

「こ
れ
で
は
、
重

み
の
な
い
軟
弱
憲
法
に
な

る
」。軍事
面
で
は
、
い
ま
さ
ら

言
う
ま
で
も
な
い
か
、
国
連

以
外
の
国
際
的
な
共
同
活
動

に
も
、
軍
隊
が
派
遣
で
き
る

な
ど
、

「普
通
の
軍
隊
」
へ

の
道
筋
が
諸
々
定
め
れ
て
い

る
。恐
ろ
し
い
の
は
、
個
人
、

家
庭
、
社
会
の
あ
り
よ
う
に

国
家
的
な
方
向
づ
け
が
な
さ

れ
て
い
る
こ
と
だ
。
前
文

に
、

「民
族
の
長
い
歴
史
と

伝
統
を
受
け
継
ぎ
」
と
し
、

27
条
で
、
家
族
は
社
会
の
基

礎
と
し
て
保
護
、
28
条
の
生

存
権
で
は
、
自
己
努
力
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
。
生
存
権

に
自
助
努
力
や
自
己
責
任
を

ゼ
ル
ス
に
視
察
に
行
き
、
参

加
型
労
働
者
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、

触
発
さ
れ
た
の
が
き

っ
か

け
。
講
師
が
壇
上
で
い
く
ら

講
義
を
繰
り
返
し
て
も
限
度

が
あ
る
、
身
体
を
使
っ
て
、

や
れ
る
こ
と
は
な
い
か
と
考

え
て
の
も
の
。
同
ア
ク
シ
ョ

ン
の
酒
井
和
子
さ
ん
は

「パ

ー
ト
編
の
話
も
出
て
い
る
。

み
ん
な
で
考
え
、
問
題
点
を

普
遍
化
し
、
全
国
に
広
げ
て

い
け
た
ら
」
と
話
し
て
い

る
。

各国の家族政策に係る財政支出(対GDP比)
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日
本

・
ス
ウ

ェ
ー
デ

ン

の
家

庭

生
活

報
告

書

か
ら

憲
法
を
改
正
し
よ
う
と
い

う
声
が
か
ま
び
す
し
く
な
っ

て
き
た
。
理
由
は
、
現
憲
法

は
連
合
国
指
令
部

(G
H会場は満席

徴
力
を
結
集
し
強
力
に

Q
)
に
よ

っ
て
押
し
つ
け
ら

れ
た
も
の
だ
か
ら
、
日
本
独

自
の
も
の
を
つ
く
る
。
時
代

お
く
れ
だ
、
現
状
に
あ
っ
て

い
な
い
。
環
境
権
や
プ
ラ
イ

ハ
シ
ー
権
な
ど
、
新
し
い
人

権
が
規
定
さ
れ
て
い
な
い
。

普
通
の
国
に
な
る
た
め
に
、

集
団
的
自
衛
権
が
必
要

と

さ
ま
さ
ま
並
べ
立
て
る
。
3

日
に
読
売
新
聞
の
、
第
3
次

汚

罫ゲ
水島さん

「読
売
改
憲
試
案
」(1
次
は

94
年
)
が
出
さ
れ
、
拍
車
を

掛
け
て
い
る
。

本
当
に
憲
法
改
正
が
必
要

な
の
か
、
改
憲
の
狙
い
は
9

憲
法
記
念
日
の
3
日
、
憲
法

行
脚
の
会
、
11
・
3
集
会
実

行
委

(8
団
体
)
共
同
の
憲

法
集
会
が
、
都
内
開
か
れ

た
。

『改
正
論
と
冷
静
に
向

き
合
う
た
め
に
』
を
テ
ー
マ

に
語
っ
た
水
島
朝
穂

(早
稲

田
大
学
法
学
部
教
授
)
さ
ん

は
、

「現
行
憲
法
で
、
十
分

対
応
で
き
る
」
と
言
い
、
改

憲
の
先
鞭
を
切
っ
た
、
読
売

試
案
の
問
題
点
の
い
く
つ
か

鈴
木
裕
子
氏

の
「高
良
と
み

戦

時

下

言

説

」
に

つ

い
て

こ
れ
ま
で
戦
争
の
被
害
者

と
し
て
の
み
考
え
ら
れ
が
ち

だ
っ
た
女
陛
た
ち
が
、
実
際

に
は
積
極
的
に
戦
争
に
コ
ミ

ッ
ト
し
て
い
た
の
で
は
な
い

か
、
日
本
が
イ
ラ
ク
紛
争
に

深
入
り
し
て
国
の
基
本
さ
え

変
え
よ
う
と
し
て
い
る
現

在
、
そ
の
検
討
が
必
要
で
は

な
い
か
と
い
う
問
題
意
識
を

も
っ
て
、
こ
の
た
び

『女
た

ち
の
戦
争
貴
任
』
(渡
辺
澄
子

ほ
か
編
、
東
京
堂
出
版
)
が

上
梓
さ
れ
た
。
わ
た
し
自
身

も
趣
旨
に
賛
同
し
て
寄
稿
し

て
い
る
が
、
鈴
木
裕
子
氏
の

「日
中
戦
争
と
フ
ェ
ミ
ニ
ス

ト
た
ち
l
I
高
良
と
み
の

『
戦
時
下
言
説
』
を
中
心

に
」
を
読
ん
で
、
大
き
な
疑

問
を
感
じ
な
い
わ
け
に
は
い

か
な
か
っ
た
。

出
生
か
ら
戦
争
末
期
ま
で

の
16
行
に
わ
た
る
高
良
と
み

の
履
歴
か
ら
、
戦
争
に
か
か

わ
る
重
要
な
2
項
目
が
完
全

に
抜
け
落
ち
て
い
る
の
だ
。

「1
9
3
1
年
、
満
州
事
変

に
反
対
す
る
」
と
、

「1
9

3
5
、
6
年
、
イ
ン
ド
へ
行

き
ガ
ン
ジ
ー
に
会
う
」
の
2

項
目
で
あ
る
。

「
女
た
ち
の
戦
争
責
任
」

①

9
月
18
日
に
満
州
事
変
が

勃
発
す
る
と
、
高
良
と
み
は

「親
し
い
中
国
の
友
人
達

へ
」と
い
う
謝
罪
の
手
紙
(10

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
」
と
の

べ
て
い
る
。
そ
し
て

「満
州

で
の
不
幸
な
出
来
事
が
報
道

さ
れ
て
す
ぐ
に
、
東
京
で
は

多
く
の
婦
人
達
の
集
会
が
開

か
れ
、
い
か
な
る
理
由
が
あ

ろ
う
と
も
自
分
達
は
武
器
の

行
使
に
反
対
す
る
、
日
本
と

中
国
、
ど
ち
ら
の
国
に
属
し

て
い
よ
う
と
息
子
達
を
戦
わ

と
し
て
い
ま
す
」
と
書
い

た
。東
京
で
開
か
れ
た
集
会
と

は
、
彼
女
が
留
学
時
代
か
ら

関
わ
っ
た
婦
人
国
際
平
和
自

由
連
盟

(W
I
L
P
F
)
日

本
支
部
の
こ
と
だ
と
思
う
。

ま
た
11
月
18
日
付
の

『朝

日
新
聞
』
で
、
彼
女
は
平
塚

ら
い
て
う
や
市
川
房
枝
と
と

重
要
な
2
項
目
削
除

月
5
日
付
)
を
英
文
で
書
い

て
印
刷
し
、
各
地
に
発
送
し

た
。
彼
女
は
日
本
の
過
ち
を

詫
び
、

「こ
の
国
の
婦
人
と

し
て
私
は
わ
れ
わ
れ
の
罪
を

身
に
し
み
て
感
じ
、
深
く
海

い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
わ
れ

わ
れ
の
恥
で
あ
り
、
私
自
身

そ
の
よ
う
な
行
状
を
正
当
化

す
る
理
由
を
何
一
つ
見
出
す

せ
る
こ
と
も
殺
す
こ
と
も
さ

せ
な
い
と
い
う
満
場
一
致
の

声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
私
達

は
こ
の
状
況
を
話
し
合
う
た

め
の
集
会
を
呼
び
掛
け
、
可

能
な
限
り
早
急
に
軍
が
撤
退

し
、
交
渉
に
よ
っ
て
事
態
を

収
拾
す
る
よ
う
に
と
の
要
請

を
政
府
に
対
し
て
提
出
す
る

た
め
の
一
歩
を
踏
み
出
そ
う

「台
湾
に
旅
行
し
て
」
と
同

じ

『高
良
と
み
の
生
と
著

作
』(ド
メ
ス
出
版
)
第
3
巻

に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
だ
か

ら
、
氏
が
気
づ
か
な
い
は
ず

は
な
い
。
こ
の
あ
と
高
良
は

「何
と
も
名
状
し
難
い
焦
燥

感
に
駆
ら
れ
て
」
中
国
の
抗

日
知
識
人
と
話
し
あ
う
た
め

長
崎
か
ら
上
海
へ
向
か
い
、

高
良
留
美
子

も
に
戦
争
反
対
の
談
話
を
発

表
し
、

「日
華
関
係
に
つ
い

て
は
、

一
〇
年
来
婦
人
と
し

て
も
責
任
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
責
任
を
果
さ
な
い
う
ち

に
、
今
日
の
よ
う
な
関
係
に

な
っ
た
こ
と
は
誠
に
残
念
で

す
」
と
の
べ
て
い
る
。

こ
れ
ら
2
つ
の
文
章
は
、

鈴
木
氏
が
言
及
し
て
い
る

魯
迅
と
会
う
。

「イ
ン
ド
旅
日
記
」
も
、

同
じ
巻
に
入
っ
て
い
る
。
こ

の
旅
行
で
、
彼
女
は
日
中
戦

争
を
防
く
た
め
ガ
ン
ジ
ー
を

日
本
へ
呼
ぼ
う
と
い
う
計
画

を
賀
川
豊
彦
ら
と
立
て
て
い

た
の
だ
が
、
そ
の
こ
と
は
鈴

木
氏
が
か
つ
て
引
用
し
た

『非
戦
を
生
き
る
I
l
高
良

と
み
自
伝
』(同
上
)
に
も
は

っ
き
り
書
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
項
目
を
事
実
通

り
に
書
け
ば
、

「で
は
い

つ
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で
高

良
と
み
は
変
わ
っ
た
の
か
」

と
い
う
疑
問
が
読
者
に
生

じ
、
鈴
木
氏
の
評
論
は
説
得

力
を
失
う
。

わ
た
し
は
氏
の
資
料
収
集

を
高
く
評
価
し
、
高
良
と
み

の
文
章
を
収
録
し
た
い
と
い

う
依
頼
に
は
、
著
作
権
者
と

し
て
常
に
応
じ
て
き
た
。
し

か
し
資
料
を
公
正
に
用
い
る

べ
き
歴
史
家
が
、
対
象
人
物

の
履
歴
か
ら
当
面
の
主
題
で

あ
る
戦
争
に
関
わ
る
重
要
な

2
項
目
を
削
除
す
る
な
ど
と

は
、
あ
っ
て
い
い
こ
と
だ
ろ

う
か
。
㊧

『女
た
ち
の
戦
争
責

任
』
は
本
紙
10
月
30
日
号

「ほ
ん
」
欄
で
紹
介
し
た
。

に
触
れ
た
。

権
力
に
は
や
さ
し
く
、
軍

事
的
合
理
性
を
前
面
に
打
ち

出
し
、
社
会
や
家
族
へ
の
過

剰
介
入
が
目
立
つ
と
言
う
。

「憲
法
を
暮
ら
し
の
中
に
、

と
呼
び
掛
け
た
自
冶
体
の
首

長
が
い
る
が
、
違
和
感
を
感

じ
る
」
。憲
法
は
み
ん
な
で
守

る
最
高
法
規
で
は
な
く
、
国

家
権
力
を
縛
る
も
の
だ

(99

条

「

国
務
大
臣
、
国
会
議

員
、
裁
判
官
、
そ
の
他
の
公

務
員
は
、
こ
の
憲
法
を
尊
重

し
擁
護
す
る
義
務
を
負
う
」

※
国
民
は
入
っ
て
い
な
い
)。

権
力
制
限
規
範
で
あ
る
こ
と

に
憲
法
の
存
在
意
義
が
あ

る
。
読
売
試
案
は
99
条
を
削

除
し
、
前
文
で
国
民
に
憲
法

を
遵
守
す
る
こ
と
を
求
め
る

明
文
化
す
れ
ば
、
社
会
保
障

分
野
で
の
訴
訟
は
起
こ
せ
な

く
な
る
。
勝
ち
組
に
は
便
利

で
、
負
け
組
に
は
冷
た
い
強

者
の
憲
法
な
の
だ
。
水
島
さ

ん
は
、

「本
来
自
由
に
す
べ

き
領
域
に
過
剰
な
国
家
介
入

し
、
す

べ
き
と
こ
ろ
は
放

置
。
こ
れ
は
、
小
さ
な
お
節

介
、
大
き
な
害
悪
だ
」
。

い
ま
、

「何
を
守
る
の

か
」
を
明
確
に
し
た
議
論
が

必
要
だ
と
言
う
。

「現
憲
法

は
理
想
過
ぎ
る
と
言
う
が
、

世
界
の
流
れ
は
、
9
条
の
方

向
に
向
か
い
つ
つ
あ
る
。
現

実
に
憲
法
を
近
付
け
る
の
で

は
な
く
、
憲
法
に
現
実
・
自

衛
隊
を
近
付
け
る
よ
う
方
向

転
換
す
る
高
次
の
現
実
主
義

が
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
。

主
催
者
挨
拶
で
、
高
田
健

さ
ん
は

「い
ま
大
事
な
の
は

ひ
と
り
ひ
と
り
の
努
力
だ
。

一
人
の
力
は
無
力
で
は
な
く

微
力
。
微
力
が
集
ま
れ
ば
大

き
な
力
に
な
る
」
と
呼
び
か

け
た
。
ー

Z

【訂
正
】

10
月
30
日
号

「D
V
政
策

先
進
県
で
熱
い
討
議
」
の
写

真
説
明
で
、
実
行
委
員
長
名

を
安
田
寿
子
さ
ん
に
、
5
分

科
会
報
告
者
を
隠
岐
美
智
子

さ
ん
と
訂
正
致
し
ま
す
。
編
集
部

ζ
の
人
が
■
る
「不
量
樒
」
蓑

売宇

お
求
め
は
、
全
国
の
書
店
も
し
く
は
当
社
ま
で

全
国
不
登
校
新

こ
の
人
が

語
る
不
登
校

全国不登校新聞社/編
発行 講談社
定価1500円(税別)

■羽仁未央

臨大平光代
■安住磨奈

■辛 淑玉
■谷川俊太郎

■濃辺位
■岡本敏子

■五味太郎
■山口由奨子

■椎名誠
■落合恵子

■吉本隆明

嘔立川志の輔
■森毅
■大槻ケンヂ

凹ひろさちや
■高木仁三郎

■大田晃

NPO法 人

全国不登校新聞社
Ph㎝eO35360-1231(東 京■集局)

今
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 庶
民

の
立

場

に
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ル
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す

る

「
ド
キ
ュ
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D
D
」
。

T
B
S
テ
レ
ビ

毎

週
火
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こ
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他

、
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ス
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B
S

-
な

ど
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制
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。
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明 日を今 日よりももっとすばらしい日にするために、私たち東芝クループ

は暮らしに、ヒジネスに、そして社会 に寄与する豊かな価値を創造していき

ます。社会を変える商品 サービスを通 してみなさまに安心と笑顔をお届け

することはもとより、 いつでも、どこでも、誰でも"情 報にアクセスできる、

これからのユヒキタスネットワーク社会を実現するために、また21世 紀の

最重要課題である地球環境を守るために、あらゆる努力を惜 しみません。

美しい地球と調和 しながら、快適で楽しい、安らぎに満ちた 生活と文化を

世界の人々と分かち合うこと、それこそが私たちの最も大きな願いなのです。
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女2004年11月20日(土 曜 日)3)

ト

キ

ュ
メ

ン
タ

リ

ー

日
本
国
憲
法
に

「男
女
平

等
」
を
書
き
加
え
た
の
が
ベ

ア
テ

・
シ
ロ
タ

・
ゴ
ー
ド
ン

さ
ん
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で

に
多
く
の
日
本
の
女
駐
た
ち

は
知
っ
て
い
る
。
日
本
女
陸

の
幸
せ
を
願
い
女
性
の
人
権

と
両
性
の
平
等
を
謳
っ
た
24

条
は
、
日
本
に
根
づ
き
、
多

く
の
実
を
結
ん
だ
。

こ
の
映
画
は
24
条
を
起
点

と
し
て
、
日
本
の
女
性
た
ち

が
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
自
分

の
も
の
に
し
て
き
た
か
を
検

証
し
た
戦
後
女
性
史
と
い
え

る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
i
。

「
ベ

ア

テ

の
贈

り

も

の
」

監
督
の
藤
原
智
子
さ
ん

は
、
学
童
疎
開
を
テ
ー
マ
に

し
た

「あ
の
子
た
ち
の
50

年
」(95
年
)
な
ど
現
代
史
を

4
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思
い
で
制
作
委
員
会
が
出
来

(赤
松
良
子
、
岩
田
喜
美

枝
、
落
合
良
)、女
性
た
ち
の

手
で
制
作
費
も
集
ま
っ
た
。

90
分
の
長
編
だ
が
、
カ
タ

い
宣
伝
映
画
で
な
く
、
柔
ら

/

〆

/
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ノ

描
い
た
作
品
を
作
り
つ
づ
け

て
お
り
、
こ
れ
が
現
代
史
5

作
目
と
な
る
。
ぜ
ひ
、
ベ
ア

テ
さ
ん
が
日
本
女
性
に
贈
っ

た
24
条
の
重
さ
を
映
像
で
残

し
た
い
と
い
う
女
性
た
ち
の

鋳

轡
鷺

発▽
た免號魏譲詐万駄騎鶉

若

は
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4月 、岩 波 ホ ー ル で

ロー トン ヨー

 

か
く
楽
し
く
見
ら
れ
る
の
が

よ
い
。
ベ
ア
テ
さ
ん
の
父
は

ピ
ア
ニ
ス
ト
、
レ
オ

・
シ
ロ

タ
。
山
田
耕
搾
に
招
か
れ
て

日
本
に
6
カ
月
の
予
定
で
来

日
し
た
が
、
ナ
チ
ス
の
台
頭

で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
戦
争
に
な

っ
た
た
め
、
そ
の
ま
ま
日
本

に
い
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の

演
奏
で
日
本
人
を
慰
め
る
と

同
時
に
、
多
く
の
弟
子
を
育

て
た
。
こ
の
映
画
で
は
、
レ
オ

・

シ
ロ
タ
の
演
奏
の
レ
コ
ー
ド

が

「野
村
胡
堂

あ
ら
え
び

す
記
念
館
」
に
あ
る
こ
と
を

つ
き
と
め
、
そ
の
演
奏
が
全

編
の
バ
ッ
ク
に
な
っ
て
流
れ

る
。
音
楽
フ
ァ
ン
に
は
た
ま

ら
な
い
だ
ろ
う
。

そ
し
て
戦
後
、
女
駐
に
も

開
か
れ
た
チ
ャ
ン
ス
に
、
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
た
女
性
た
ち
。

赤
松
良
子
、
石
原

一
子
、
緒

方
貞
子
さ
ん
ら
有
名
な
女
性

た
ち
も
大
勢
出
て
く
る
が
、

/

ノ

例
え
ば
、
当
時
す
で
に
ピ
ア

ニ
ス
ト
と
し
て
も
有
名
で
あ

り
な
が
ら
、
東
京
帝
国
大
学

の
最
初
の
女
子
学
生
と
な

り
、
国
立
国
会
図
書
館
員
と

し
て
仕
事
を
し
つ
づ
け
た
藤

田
晴
子
さ
ん
な
ど
、
今
の
若

い
人
た
ち
に
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
が
、
確
か
な
歩

み
を
し
た
女
性
た
ち
の
こ
と

を
し
っ
か
り
描
い
て
い
る
。

最
後
に
登
場
す
る
の
は
は
、

住
友
女
性
差
別
裁
判
の
原
告

た
ち
。
日
本
の
企
業
に
残
る

女
性
差
別
を
明
ら
か
に
し
、

画
期
的
な
和
解
を
か
ち
と

っ

た
。ベ
ア
テ
さ
ん
の
最
近
の
講

演
の
模
様
な
ど
も
入
っ
て
い

る
。
24
条
の
見
な
お
し
が
言

わ
れ
て
い
る
と
き
、
女
性
史

の
学
習
ビ
デ
オ
に
も
使
え
そ

う
だ
。
来
年
4
月
岩
波
ホ
ー
ル
で

ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

(1
5
0
0

円
、
当
日
1
8
0
0
円
)。

女
性
差
別
撤
廃
条
約
25
周
年

目
に
な
り
ま
す
。
国
連
で

は
、
去
る
10
月
13
日
に
、
歴

代
の
女
性
差
別
撤
廃
条
約
委

員
会
の
議
長
を
招
い
て
記
念

行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

国
際
女
性
の
地
位
協
会

は
、
条
約
25
周
年
を
記
念

し
、
ま
た
第
8
回
赤
松
良
子

賞
の
贈
呈
式
を
兼
ね
て
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
実
施
し
ま

女
性
紐
究
者
の
ネ

ッ
騰
ワ
ー
ク
化
の
動
き

分
野
を
超
え
た

つ
な
か
り
が
必
要

ジ
ェ
ン
タ
ー
研
究
を
標

榜
す
る
学
会
が
相
次
い
で

助教授
5572

(152)

31202

36774

1679

(460)

1970

3649

教 授
5628

(92)

55772

61400

1762

(335)

3498

5260

副学長
23

(47)

467

490

15

(130)

100

115

学 長
57

(83)

630

687

45

(143)

269

314

教員総数
23955

(153>

132200

工56155

6244

(461)

7290

13534

女性 人

(%)

男性 人
合計 人
女性 人

(%)

男性 人
合計 人

 

大

学

短
期
大
学

『学校基本調査』(文部科学省、)113年)より作成

記念シンポ
12月4口

鯨 ウィメンスプラザ

 

女
陛
差
別
別
撤
廃
条
約
が

1
9
7
9
年
12
月
18
日
、
国

連
で
採
択
さ
れ
て
か
ら
25
年

生
ま
れ
て
い
ま
す
。
2
0

0
3
年
12
月
に

「ジ
ェ
ン

タ
ー
法
学
会
」、2
0
0
4

年
4
月
に

「フ
ェ
ミ
ニ
ス

ト
経
済
学
日
本
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
が
設
立
、
12
月
に
は

「ジ
ェ
ン
タ
ー
史
学
A筑」

が
設
立
さ
れ
ま
す
。
女
性

研
究
者
が
各
分
野
で
台
頭

し
て
き
た
こ
と
を
感
じ
ま

す
。『学
校
基
本
調
査
』
に

よ
れ
ば
、
4
年
制
大
学
の

女
駐
教
授
割
合
は
9

・
2

%
、
助
教
授
は
15

・
2
%

と
決
し
て
高
く
は
あ
り
ま

せ
ん
。
短
大
の
方
が
ま
だ

高
く
、教
授
の
33
・5
%
、

助
教
授
の
46

・
0
%
を
女

連
絡
会
」
を
結
成
し
、
現

在
21
学
会
が
正
式
加
盟
、

19
学
会
が
オ
ブ
ザ
ー
ハ
ー

と
し
て
加
盟
。

女
性
の
大
学
進
学
率
が

上
が
っ
て
も
、
大
学
内
で

は
相
変
わ
ら
ず
少
数
派
の

●

9
工

吻
り

.

■

2
鑑
2
の
象
嚇
と

挙

す
。

女
性
研
究
者
。
活
躍
の
機

会
を
広
げ
る
た
め
に
は
、

分
野
横
断
的
な
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
必
要
で
す
。
ヌ
エ

ッ
ク
で
も
、
2
0
0
3
年

か
ら

「女
性
研
究
者
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
支
援
の
た
め
の

調
査
研
究
プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
を
興
し
、
人
文
科
学

・社
会
科
学
・自
然
科
学
・

医
学
の
各
分
野
の
研
究
者

が
女
性
研
究
者
の
支
援
方

策
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

そ
の
成
果
は
、
報
告
書

や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
公
開

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

(り
ん
ご
っ
こ
)

性
が
占
め
て
い
ま
す
。

自
然
科
嚢
は
他
分
野
に

比
べ
女
性
研
究
者
や
女
子

学
生
の
割
合
が
低
い
と
の

認
識
か
ら
、
2
0
0
2
年

ノ

ー0
月
に
学
会
の
連
合
体

「男
女
共
同
参
画
学
協
会

独 立 行政 法人

国立女 性 教育 会館(ヌ エ ノク)

〒355-0292埼 玉 県 比企郡

嵐山 町大 字菅 谷728番 地

慰0493・62・6711(代)

URLhttp//wwnwecJp

E-mallwebmaster@nwecJP

 

す
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
で
は
、
赤
松
良
子
賞
受

賞
者
の
ワ
ー
キ
ン
グ
・
ウ
ィ

メ
ン
ズ

・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

(W
W
N
)
の
メ
ン
ハ
ー
で

あ
る
住
友
化
学
、
住
友
電
工

裁
判
の
元
原
告
と
そ
の
弁
護

団
の
主
任
を
務
め
た
弁
護

士
、
そ
し
て
労
働
法
の
専
門

家
を
パ
ネ
ラ
ー
に
迎
え
、
和

解
勧
告
と
い
う
判
決
に
い
た

っ
た
9
年
間
に
わ
た
る
運
動

の
苦
労
や
成
果
を
話
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

【開
催
要
項
】

日
時

2
0
0
4
年
12
月

11
日
出
13
時
30
分
～
16
時
30

分

場
所

東
京
ウ
ィ
メ
ン

ズ

・
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

(地
下

鉄

・
表
参
道
駅
徒
歩
7
分
)

参

加

費

1
0
0
0
円

(学
生
5
0
0
円
)

先
着

2
2
0
名

問
い
合
わ
せ

国
際
女
性

の
地
位
協
会

圃
03
・
5
9

0
5
・
0
3
6
5

【プ
ロ
ク
一フ
ム
】

第
1
部

第
8
回
赤
松
良

子
賞
贈
呈
式

第
2
部

基
調
講
演

赤

松
良
子

(国
際
女
性
の
地
位

協
会
会
長
)
「女
性
差
別
撤
廃

条
約
25
周
年
を
記
念
し
て
」

第
3
部

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン

「女
駐
差
別
撤

廃
条
約
と
住
友
裁
判
」

コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

・
山
下
泰

子

(文
京
学
院
大
学
教
授
)、

パ
ネ
リ
ス
ト

・
西
村
か
つ
み

(住
友
電
工
裁
判
原
告
)、石

田
絹
子

(住
友
化
学
裁
判
原

告
)、宮
地
光
子

(住
友
電
工

事
件
弁
護
団
の
主
任
)、浅
倉

む
つ
子

(早
稲
田
大
学
大
学

院
教
授
)。

こ
の
あ
と
、
17
時
30
分
か

ら
こ
ど
も
の
城
内
2
階

「ア

ミ
テ
ィ
ー
エ
」
に
て
懇
親
会

が
開
か
れ
ま
す
。
会
費
3
0

0
0
円
で
す
。

参
加
希
望
者
は
、
12
月
1

日
ま
で
に
上
記
事
務
局
ま
で

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

11

月

20

日

:土)

◆
人

が
動

く
、
人
が

変
わ

る
、
地
域
が
変
る

13
時
、
21
日
㈲
10
時

広
島

プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

(
J
R

・
広

島
駅
南
口
よ
り

ハ
ス
)

▽
20

日
11
映
画

『
ユ
キ

エ
』
(
監
督

・

松
井
久
子
)
上
映
、
フ
ラ
ダ
ン

ス
、
鼎
談

「地
域
は
変
る
、
で

き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
ー
」

中
村
順
子
(
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
神
戸
」
理
事

長
)
ほ
か

▽
21
日
11
分
科
会

「元
気
に
楽
し
く
、
地
域
を

抱
い
て
い
こ
う
ー
」
「地
域
で
子

育
て
1
地
域
で
三
世
代
子
育
て

支
援
の
す
す
め
」
ほ
か
、
ま
と

め
と
講
演

「市
民
が
に
な
う
21

世
紀
の
地
域
福
祉
」

一
番
ヶ
瀬

康
子

(長
崎
純
心
大
教
授
、
W

A
C
会
長
)

1
0
0
0
円
(
2

日
間
共
通
券
1
6
0
0
円
)

2
0
0
名

問
合
せ

㈹
長
寿

社
会
文
化
協
会

唇
03

・
5
4
6

0

・
0
5
2
1
平
野

・
水
野

 　

11

月

22

日

月く

◆

「ソ
⊥

フ
ー

・
ジ

エ
ネ
レ

ー
シ

ョ
ン
」
～
世
界
で
躍
進
す

る
太
陽
光
発
電
産
業

15
時

パ
ン
ゲ
ア
ソ
ラ
リ
ア

ム

(J
R

・
恵
比
寿
駅
6
分
)

「ソ
ー
ラ
ー
ジ

ェ
ネ
レ
ー
シ

ョ
ン
と
日
本

へ
の
期
待
」
ス
ベ

ン

・
テ
ス
ケ

(
理
学
博
士

・
グ

リ
ー
ン
ピ
ー
ス

・
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
担

当
デ
ィ
レ
ク
タ
i
)

5
0
0

円

要
事
前
申
込

連
絡

グ

リ
ン
ピ
ー
ス

・
ジ
ャ
パ
ン
唇
03

。
5
3
3
8

・
9
8
0
0
中
島

◆
2
0
0
4
年

ア
メ
リ
力

大
統
領
選
挙
を
振
り
返

っ
て

18
時
30
分

東
京
ア
メ
リ
カ

ン

・
セ
ン
タ
ー

・
ホ
ー
ル

(地

・
芝
公
園
駅
下
車
)

マ
イ
ケ

ル

・
ジ

ェ
ノ
ヴ
ィ
ー
ズ

(
ロ
ヨ

ラ

・
メ
リ
マ
ウ
ン
ト
大
教
授
)
、

モ
デ
レ

ー
タ
ー

。
久
保

文
明

(東
大
大
学
院
教
授
)

申
込

み

同
所
圃
03

・
3
4
3
6

・

0
9
0
0

問
合
せ

低
03

・

3
4
3
6

・
0
9
0
4　

11

月

24

日

水

◆
辛
淑
玉
ノ
ン
ス
ト

ッ
プ
辛

口
ト
ー
ク

職
光

穴

宰

2
0
0
4
年

1
月

24

目

水

>
5

特
臓

儲

"
黛

蒋
ベ
へ
浄

学
§

雰

乍

ア

欝
難

資
卜
i
ク

Ψ

剛

鋭

"認貿

翫

脳

讐

欝

榔
罪

15
時

和
光
大
学
D
棟
3
0

6
教
室

(小
田
急
・
鶴
川
駅
15

分
)

辛
淑
玉

(人
材
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
会
社
・
香
科
舎
代

表
)

☆
在
日
コ
リ
ア
ン
3
世

と
し
て
生
き
て
き
た
経
験
か

ら
、
様
々
な
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の

問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
辛
さ

ん
の
歯
に
衣
着
せ
ぬ
ト
ー
ク
を

聞
い
て
、
あ
な
た
は
ど
う
生
き

る
か
9

主
催

和
光
大
学
シ

ェ
ン
タ
ー
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
/

辛
さ
ん
を
和
光
に
呼
ぼ
う
実
行

委
員
会
慰
0
4
4
・
9
8
9
・

7
7
7
7

(内
4
1
1
2
)
火

・
水
・
金
12
時
～
17
時
50
分

　

11

月

25

日

木く

◆
フ
エ
ミ
議
、
秋
の
イ
ベ
ン

ト
徹
底
討
論

『女
の
生
き
方
』

福
祉
先
進
国
テ
ン
マ
ー
ク
と
日

本
の
違
い
に
つ
い
て

18
時

総
評
会
館

(地
・
新

御
茶
ノ
水
駅
す
く
)

小
島
フ

ン
ゴ
ー
ド
孝
子

(通
訳
・
翻
訳

・
著
作
)

対
談

「女
性
の
自

立
と
社
会
に
お
け
る
役
割
」
小

島
ブ
ン
ゴ
ー
ド
孝
子
、
三
井
マ

リ
子

5
0
0
円

連
絡

フ

ェ
ミ
議
君
0
4
2
・
3
4
1
・

9
0
6
2
住
田
、
僧
03
・3
2

5
3
・
0
0
9
2
小
枝

◆
季
刊

『前
夜
』
創
刊
記
念

卜
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

「文
化
と

抵
抗
」
18
時
30
分

ジ
ュ
ン
ク
堂
書

店
他
袋
本
店
4
階

(池
袋
駅
5

分
)、高
橋
哲
哉

1
0
0
0
円

(ド
リ
ン
ク
付
)

申
込
み

同
所
君
03
・
5
9
5
6
・
6
1

1
1◆
イ
ラ
ク
医
療
支
援
の
た
め

の
現
地
報
告

18
時
30
分

き
ゅ
り
あ
ん

(大
井
町
駅
す
く
)

鎌
仲
ひ

と
み

(映
画
監
督
)、神
谷
さ
だ

こ

(日
本
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
連

帯
基
金
事
務
局
長
)、阿
木
幸
男

(同
理
事
)、司
会
・
安
藤
多
恵

子

(市
民
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所

代
表
)

5
0
0
円

主
催

勧
大
竹
財
団
"
03
・
3
2
7
2

・
3
9
0
0

◆
正
義
を
実
現
す
る
戦
後
補

償
と
は
?
～
日
系
ペ
ル
ー
人
・

忘
れ
ら
れ
た
強
制
連
行
の
悲
劇

18
時
45
分

東
京
芸
術
劇
場

(地
袋
駅
西
口
3
分
)

ビ
デ

オ

『隠
さ
れ
た
収
容
所

ア
ー

ト
・
シ
ハ
ヤ
マ
の
物
語
』
上

映
、
グ
レ
イ
ス
・
シ
ミ
ズ

(日

系
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
人

正
義

を
求
め
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
設
立

メ
ン
ハ
ー
)、ク
イ
シ
i
・ピ
ー

ク

(ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
像

作
家
)
ほ
か

8
0
0
円

問

合
せ

暦
03
・
3
7
8
0
・
5

2
4
5

11

月

26

日

:金)

 

◆
組
織
と
個
人
の
い
い
関
係

雇
用
管
理
の
あ
り
方

13
時
30
分
、
12
月
10
日
團
も

12
月
17
日
團
14
時
30
分

北

部
労
政
会
館

(王
子
駅
5
分
)

26
日

「ヤ
ル
気
を
ど
の
よ
う

に
し
た
ら
高
め
ら
れ
る
か
」、12

月
10
日

「多
様
化
す
る
雇
用
管

理
と
戦
力
化
」

17
日

「女
性

の
能
力
開
発
と
戦
略
的
活
用
」

講
師

池
田
玲
子

(城
西
国

際
大
専
任
講
師
)

80
人

申

込
み

都
労
働
相
談
情
報
セ
ン

タ
ー
王
子
事
務
所
唇
03
。
3
9

0
0
・
0
1
1
7

◆
公
務
パ
ー
ト
雇
止
め
裁
判

を
勝
た
せ
る
会
・
学
習
会

18
時
30
分

明
冶
大
駿
河
台

校
舎
ア
カ
デ
ミ
ー
コ
モ
ン
9
階

(J
R
・
御
茶
ノ
水
駅
5
分
)

「公
務
パ
ー
ト
の
制
度
、
実

態
と
問
題
点

(仮
題
)」清
水
敏

(早
入
教
授
)

5
0
0
円

連
絡

女
性
ユ
ニ
オ
ン
東
京
君

03
・
5
3
5
2
・
6
6
3
0

と
」
橋
本
ヒ
ロ
子

(十
文
字
学

園
女
子
大
教
員
)
、
ワ
ー
ク
シ

ョ

ッ
プ
な
ど
、

問
合
せ

福
岡

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
君

0
9
2

・
5
8
4

・
1
2
6
1

◆
オ
レ
オ
レ
詐
欺

・
架
空
請

求
1
1
0
番

10
時
～
16
時

28
日
㈲
と
も

相
談
電
話
暦
03

。
3
3
5
3

・
9
2
0
5
、
面
談
予
約
電
話

憾
03

。
3
3
5
3

・
9
1
9
1

(
9
時
～
17
時
)

面
談
会
場

司
法
書
士
会
館

(
四
ツ
谷
駅

4
分
)

い
ず
れ
も
無
料

問

合
せ

東
京
司
法
書
士
会
暦
03

・
3
3
5
3

・
9
1
9
1

◆
チ

ャ
リ
テ

ィ
上
映
と
講
演

会

『ア
フ
カ
ン
零
年
』

へ
の
暴
力
を
選
ば
な
い
た
め
に

男
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～
」

辻
雄
作

(僕
は
暴
力
を
選
ば
な

い
ホ
ワ
イ
ト
リ
ボ
ン
・
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
日
本
代
表
)、柳
本
祐
加

子

(ス
ク
ー
ル
・
セ
ク
シ
ャ
ル

・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
全
国
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
/
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク

代
表
)

無
料

30
人

申
込

み

同
セ
ン
タ
ー
日
0
4
2
°

3
5
5
・
2
1
1
0

◆

「慰
安
婦
」
問
題
に
取
り

組
ん
で
～

「慰
安
婦
」
を
ど
う

記
憶
し
て
い
く
の
か

14
時

国
分
寺
労
政
会
館

(J
R
・
国
分
寺
駅
南
口
5

分
)

西
野
瑠
美
子

(V
A
W

W
I
N
E
T
ジ
ャ
パ
ン
共
同
代

お
し
ら
せ

榊 、
oo

11

月
27

日

(土

◆
第
8
回
あ
す
ば
る
フ
エ
ス

タ
2
0
0
4
さ
あ
ア
ク

ン
ヨ

ン
ー
こ
の
と
き
こ
の
場
か
ら
、

共
に
輝
き
男
女
共
同
参
画
社
会

へ
 9
時
30
分
、
28
日
㈲
9
時

ク
ロ
ー

ハ
ー
プ
ラ
ザ

(J
R

・

春
日
駅
1
分
)

27
日

「ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
私
」
細
川
佳
代
子

(ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ス
日
本
理
事
長
)
、体
験
教
育
、

展
示
、
ハ
ザ
ー
ほ
か

28
日
「5

0
0
万
人
ト
ー
チ
ラ
ン
」

m
春

日
、
講
演
会

「北
京
十
10
に
向

け
て
私
た
ち
が
な
す

べ
き

こ

13
時

横
浜
女
陛
フ
ォ
ー
ラ

ム

(戸
塚
駅
5
分
)

『ア
フ

ガ
ン
零
年
』
上
映
、
講
演
「『戦

争
と
女
性
』
1
最
近
訪
れ
た
パ

レ
ス
チ
ナ
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

か
ら
」
古
居
み
ず
え

(ア
ジ
ア

プ
レ
ス
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

記
者
)

1
2
0
0
円

要
申

込
み

主
催
・
問
合
せ

ユ
ニ

フ
ェ
ム
よ
こ
は
ま
低
0
4
5
・

8
6
9
・
6
7
8
7

◆
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ

オ
レ
ン
ス
に
つ
い
て
考
え
る

13
時
30
分

T
A
M
A
女
性

セ
ン
タ
ー

(京
王
・
聖
蹟
桜
ケ

丘
駅
前
)

「許
さ
な
い

も

う
大
目
に
み
な
い

妻
・
恋
人

表
)

5
0
0
円

主
催

戦

争
を
な
く
そ
う
ー
多
摩
フ
ォ
ー

ラ
ム
唇
0
9
0
・
4
4
1
2
・

5
8
9
8
西
尾

◆
国
会
議
員
と
政
策
を
語
ろ

う

黒
岩
た
か
ひ
ろ
参
議
院
議

員

(無
所
属
)
を
迎
え
て

14
時

女
性
連
帯
基
金
事
務

所

(地
・
春
日
駅
3
分
)

1

0
0
0
円

申
込
み

同
所
暫

03
・
5
8
0
5
・
0
0
3
1

◆
1
・
29
シ
ョ
ッ
ク
ー
止
ま

ら
な
い
少
子
化
と
男
女
平
等
参

画
14
時

12
月
4
日
出
と
も
※

全
2
回

文
京
区
男
女
平
等
セ

ン
タ
ー

(地
。
本
郷
三
丁
目
5

分
)

岡
沢
憲
芙

(早
大
教

授
)

60
人

問
合
せ

文
京

区
男
女
平
等
青
少
年
課
且
03
・

5
8
0
3
・
1
1
8
7

11

月

28

日

:日)

 

◆
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「中
国
残

留
日
本
人
孤
児
の
過
去
、
現

在
、
未
来
～

『残
留
孤
児
問

題
』
の
総
括
と
展
薯

13
時

早
大
7
号
館
小
野
講

堂

(早
稲
田
駅
5
分
)

パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

竹
川

英
美

(大
阪
中
国
帰
国
者
セ
ン

タ
ー
理
事
)、大
久
保
真
紀

(朝

日
新
聞
社
編
集
委
員
)
ほ
か
、

総
合
討
論

主
催
・
問
合
せ

残
留
孤
児
問
題
総
括
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
実
行
委
圃
0
7
5
・
7
5

3
・
2
5
6
2
蘭

(あ

ら

ら

き
)
信
三

◆
あ
な
た
の
生
き
方
を
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
つ
男
た
ち
の

「私
さ
が
し
」
10
年
経
っ
て
見

え
て
き
た
こ
と

14
時

京
都
市
女
性
総
合
セ

ン
タ
ー

(地
・
四
条
駅
下
車
)

中
村
彰

(メ
ン
ズ
セ
ン
タ

ー
)、大
束
貢
生

(同
)、野
沢
達

雄

(新
潟
[口
報
社
)、土
橋
貞
幸

(大
阪
市
)

申
込
み
・
問
合

せ

メ
ン
ズ
セ
ン
タ
ー
圃
06
・

6
9
4
3
・
1
8
5
0

◆
憲
法
9
条
を
守
る
抵
抗
線

を
国
会
に
。

「ど
こ
に
」
そ
し

て
、

「と
の
よ
う
に
?
」

15
時

神
保
町
ひ
ま
わ
り
館

(地
・
神
保
町
駅
5
分
)

「憲

法
9
条
を
守
る
た
め
の
平
和
フ

ォ
ー
ラ
ム
の
政
治
・
運
動
戦

略
」
福
山
真
劫

(フ
ォ
⊥
フ
ム

平
和
・
人
権
・
環
境
事
務
局

長
)、
「平
和
運
動
は
9
条
を
守

る
た
め
に
国
会
に
ど
の
よ
う
に

働
き
か
け
る
の
か
」高
田
健
(許

す
な
ー
憲
法
改
悪
・
市
民
連
絡

会
)、
「9
条
を
ま
も
る
た
め
の

新
し
い
平
和
基
本
法
を
国
会
に

提
出
し
よ
う
」
角
倉
邦
良

(A

P
P
F
)

主
催
・
問
合
せ

ア
ジ
ア
太
平
洋
平
和
フ
ォ
ー
ラ

ム
低
&
圃
03
・
3
2
5
2
・
7

6
5
1

11

月

29

日

月

◆

「環
境
を
守
る
た
め
に
ー

ゴ
ミ

(
一
般
コ
ミ
、
産
業
コ

ミ
)
の
終
末
は
と
う
な
っ
て
い

る
の
か
」

18
時

赤
坂
サ
ロ
ン

(地
・

乃
木
坂
駅
1
番
出
口
)

竹
内

啓
介

(竹
内
環
境
サ
イ
ク
ル
研

究
所
代
表
)

4
5
0
0
円
(飲

み
物
、
食
事
含
む
)

申
込
み

オ
パ
ー
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

唇
03
・
5
4
1
0
。
3
8
4
3

◆
東
京
都
を
女
た
ち
が
変
え

る
118

時
30
分

東
京
ウ
ィ
メ
ン

ズ
。
プ
ラ
ザ

基
調
講
演
・
橋

本
ヒ
ロ
子

(十
文
字
学
園
女
子

大
教
員
)、リ
レ
ー
ト
ー
ク

「東
京
の
教
育
現
場
と
教
育
基

本
法
改
悪
」
東
本
久
子
、

「石

原
都
知
事
発
言
」
柚
木
康
子
、

「S
T
O
P
I
憲
法
24
条
改
悪

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
本
山
央
子
ほ

か

主
催

同
実
行
委

連
絡

且
0
4
2
・
5
9
2
・
5
2
6

7
名
取
◆
ア
ジ
ア
理
解
セ
ミ
ナ
i
・

社
会
変
革
と
ジ
エ
ン
ダ
ー

雇

用
と
ジ
エ
ン
ダ
ー

「職
場
の
男

女
平
等
を
目
指
し
て
」

19
時

大
阪
聖
パ
ウ
ロ
教
会

(阪
急
・
梅
田
駅
3
分
)

正

路
冷
子

(W
W
N
会
長
)

1

0
0
0
円

主
催
・
申
込
み

ア
ジ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
唇
06

・
6
3
7
6

・
3
5
4

5

　

12

月

1

日

水

◆
国
鉄
労
働
者
1
0
4
7
名

の
解
雇
撤
回

政
府
は
l
L
O

条
約
を
守
れ
ー
鉄
建
公
団
訴
訟

勝
利
12
・
1
全
国
集
会

18
時

日
比
谷
野
外
音
楽
堂

(地
・
霞
ケ
関
駅
)

問
A口せ

事
務
局
暫
03
。
5
7
3
0
・

6
6
2
5
鉄
建
公
団
訴
訟
原
告

団
12

月

2

[口
木

◆
ク
ロ
ー
バ
ル
化
と
若
者
の

未
来
に
関
す
る
ア
ジ
ア
・
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム

ー4
時
、
3
日
團
10
時

U
N

ハ
ウ
ス

ウ
・
タ
ン
ト
国
際
会

議
場

(地
・
表
参
道
駅
7
分
)

▽
2
日

「グ
ロ
ー
ハ
ル
化
と
仕

事
の
世
界
」
11
基
調
講
演

「公

正
な
グ
ロ
ー
ハ
ル
化
に
向
け

て
」
フ
ァ
ン
・
ソ
マ
ビ
ア

(I

L
O
事
務
局
長
)、パ
ネ
ル
・
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「グ
ロ
ー
バ

ル
化
と
仕
事
の
世
界

(仮
)」西

室
泰
三

(東
芝
・
会
長
)
ハ
リ

マ
ー
・
ヤ
コ
フ
(シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
全
国
労
組
会
議
事
務
次
長
)

ほ
か
3
日

「グ
ロ
ー
ハ
ル
化
と

若
年
層
用
」
日
報
告

ジ
ェ
ー

ン
・
ス
チ
ュ
ァ
ー
ト

(I
L
O

雇
用
局
長
臨
時
代
理
兼
能
力
開

発
・
雇
用
局
長
)、基
調
報
告

「日
本
若
年
雇
用
、
能
力
開
発

対
策
」
太
田
俊
明

(厚
労
省
労

働
担
当
政
策
統
括
官
)
ほ
か

無
料

要
申
込
み

(11
月
25
日

困
ま
で
)

主
催

厚
生
労
働

省
、
I
L
O
、
U
N
U

問
合

せ

シ
ン
ポ
ソ
ウ
ム
事
務
局
僅

0
4
2
2

・
70

・
6
2
8
5

◆
米
軍
再
編
下
の
自
衛
隊
大

転
換

(仮
)

18
時
30
分

文
京
シ
ビ

ッ
ク

セ
ン
タ
ー

(
地

・
後
楽
園
駅
す

く
)

前
田
哲
男

(
東
京
国
際

大
教
員
)

7
0
0
円

主
催

国
連

・
憲
伝
問
題
研
究
会
"

03

・
3
2
6
4

・
4
1
9
5

12
月

3

日
金

◆
企
業
の
社
会
的
責
任

(C

S
R
)
と
は
-
女
性
の
登
用
に

よ
る
企
業
価
値
の
向
上
を
目
指

し
て9
時
30
分
～
16
時
30
分

東

京
ウ
ィ
メ
ン
ス
プ
ラ
ザ

金
谷

千
慧
子

(女
性
と
仕
事
研
究
所

代
表
理
事
)、由
良
聡

(パ
フ
リ

ノ
ク
リ
ソ
;
ス
セ
ン
タ
ー
S
R

ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
)、杉
田
勝
好

(ジ
ョ
ン
ソ
ン

・
エ
ン
ド
・
シ
ョ
ン
ソ
ン
㈱
メ

デ
ィ
カ
ル
カ
ン
パ
ニ
;
人
事
企

画
グ
ル
ー
プ
シ
ニ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
)、山
極
清
子

(㈱
資
生
堂
C

S
R
部
次
長
男
女
共
同
参
画
グ

ル
ー
プ
リ
…
タ
ー
)
ほ
か

40

人

2
0
0
0
円

申
込
み

ハ
ガ
キ
、
メ
ー
ル
で
11
月
22
日

側
消
印
有
効
)

問
合
せ

同

所
"
03
・
5
4
6
7
・
1
9
8

0
◆
労
使
紛
争
解
決
シ
ス
テ
ム

の
新
た
な
動
き

18
時
30
分
、
8
日
困
と
も

北
部
労
政
会
館

3
日

「労
働

審
判
制
度
と
は
何
か
」、8
日

「ど
う
な
る
労
働
契
約
法
制
」

毛
塚
勝
利

(中
央
大
教
授
)

1
0
0
名

無
料

申
込

み

都
労
働
相
談
情
報
セ
ン
タ

i
王
子
事
務
所
冠
03
。
3
9
0

0
・
0
1
1
7

次 の世 代 の こどもたちのた めに、

わたしたちが 出来 ること…い ま 、

東京 ガスは考 えて います。

東京ガスは、化石燃 料の 中でCO2やSOxNOxの 発生量が最も少ない

クリーンなエネルギーである天然ガスを使用した、効率的なエネルギー

拡大に努めています。また、環境にやさしい暮らしやシステムの普及

エ コライフの提 唱 な ど、環境 コミュニケ ー ション活 動 を推 進 してい ます。

エ オル ギロ フロンティア

TOKYOGAShttp//wwwtokyo-gasco」P/

鱗羅鱗
㌧沌

爵

諦騰

天 然 ガスが ひ らく未 来

ρ



（ ４ ）２ ０ ０ ∠ｔ訝Ξ１ 町 兵１２ ０ 日 （ ニヒ 鵑朧日 ン女 性 ニ ュ ー ス(第口種郵便物認可)竟に１ ４ ０ Ｓ･§･

第２回｢女たちの映画祭・大阪200判

世
騨

の
友
性

九
ち

と
交
流

且
且
ザ
女
性
宣
督
の
作
品
上
映

⊇

を

つ

く

る

女

た

⑤

Ｓ
・
ｌ
ｓ
・
士
ｏ

ｒ
　

Ｗ

ａ

ｖ

ぐ

亘

七
言

①

示

り
一
甲

犬

こ

ろ
四

堅

百

丁

人

隴
コ

Ｏ

Ｏ

上

司

凹

日

个

か

ら

匹

門

卜

☆

ぶ
囗

門

豊

①

巾

子

匸

っ

ぶ

土
Ｉ

ル

」
言

急

士

べ

綰

ふ

⑤

駅

卞

ぐ

、

ニ

ト
レ

ご

中
５

鴃

）
で

開

か

れ

る

。

２

年

仁

言

ミ
開

か

れ

る

匸

の

映
画

祭
は

、
フ

ェ
ミ

ニ

ズ

言
の

視

点

卆
拝

つ

、

女

性

監

督
の

作

品

を
上

映
し

、

制

作

弌

評

論
夙

観
客
匸

女
行

⑤
又
化

を
つ

く
る
こ

と
广
よ

几

け
パ

①
女

性
訖
九
九
、

女

性

万

経

験

を

分

白

匸

‥

卜
、
迎

帯
し
、
交
流
塋
干

る

匸
と

史
口
的
と
匸

匸
卜
る
。

り
言

口
の

墜
画
汗
四

行
徴

は
、

言

う
女

は
美
し
匸

ｹ

‐７
Ｉ

マ

匸

、
口

本
、
☆

代

韓
円

ド
イ
ツ

几
生
き

の

び
る
た
め
に
闘

口
匸
漲
八

女
九
九
の
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ

上

回
特
集
二

七
の
闘
い
の
歴

９
・
1
1の
「
疑

問
」
を

探

る

話
題
の
ビ
デ
オ
『
ボ
ー
イ
ン
グ
を
捜
せ
』

映
像
を
検
証
、
常
識
が
崩
れ
る
？

「
9
1
1
1

は

せ

界

を

変

え

た

匸

の

ビ

デ

オ

は
９

・

し

を

変

え

る

」

刺

激

的

な

サ

ブ
タ

イ

ト

ル

を
つ

け

た

『

ボ

ー

イ

ン

グ
を

搜
せ

』
と

い

う

ビ

デ

オ

が
話

題

に

な

口

匸
い

る

。

匸

の

ビ

デ

オ
の

ち

と
は

、

米

回

い
ケ

月

レ

ロ

匸

発

表

さ

九

七

ぱ
か

Ｏ

（
原

題
　

９

ｆ⊥
ｔ⊥

・
⊥
ｘ
　

・Ｐ

Ｌ

Ａ

Ｎ

Ｅ
　

ｓ

Ｔ

Ｅ
Ｐ

）
の
も
の
だ

。
登
場

す
る
映
像
は
テ
レ

ビ
で

放
送

さ
れ
た
も
の
だ

が
、
精
回

心

検
証
さ
九
九

「
事
実
」
は
世

界
の

毎

識
」
と
あ
ま
０
匚

か
け
は
な
九
て
い
る
！

こ

れ
は
ど
う
し
て
も
囗
本

①
∧

匚
見
匸

ほ
し
卜
」
と

急
朧

ヅ

囗
レ

バ
ル

ピ

ー
ス

ギ
ャ

ン

ベ
ー
ン
」（
提
唱
　

さ

く
ら

亠
　
　

ｊ
｛
　

一

戸

笳
煦
ぶ
縦

洳
ご

‘
’

‘ｙ

’

‘卜

目
‐
し

卩
卜

卜
ぷ
’回
卜
に
卜
呀
元

映

像

を

検

証

し

て

ビ

デ

オ

を

つ

く

っ

た

フ

ォ

ン

ク

ラ

イ

ス

ト

さ

ん

㈲
・み

さ
ん
）
が
翻
訳
し
か
。

二
四

作
品
は
、
米
国

①
小

さ
な
之

ノ
才
局
で

番
組
を
つ

く
ｏ

ホ
ス
ト

役
を
つ
と
め
匸

い

る
デ
ト
フ

ー
ブ
ーオ
ン
ク
ラ

イ
ス
ト

さ
ん
か
つ
く

尸
た
も

の

。
９

ｔ
ｎ

事
件
亡
つ
卜
匸

疑
惑
を
示
し

た
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の

サ
イ
ト

を
み
匸

、
そ

ん
な

聯

韭
な

こ

と

が
と

思

卜
、
自
分
で

言
へ
は
じ
め
た

が
た

ち
圭
ち
疑
問
が
生
じ
た

と
卜
う
。

す

べ
て

米
国
の
大
千
四
テ

レ

ビ
曷
の
ニ
ュ
ー
ス

を
つ
か

卜
榜
証
す
る
。
そ
し
匸

浮
き

彫
り

亡
合
九
七
疑
問
は
匸

（

イ

ジ
ャ
ッ
ク
さ
九
七
旅

客
機
べ
帚
の

う
ち
１

機
が

ペ

ン

タ
ゴ
ン
に

衝
突
し

卜し
わ
け

だ
閇

衝
突
直
後
の
与
真
仁

は
飛
行

帚
の

残
骸
が
見
当
た

心

な
し

。
も
ち
ろ
ん
む
休
も

荷
物
も
な
卜
。

ペ
ン
タ

ゴ
ン

白

朋
壊
し
七

壁
の
幅
は
鉗

１

５

バ
ー
レ
ル

。
壁
七
㈱
卜
九

回

対
直
径
は
寸

１
８

メ
ー
ト

ル

。
⑤
各
機
は
高
心
帽

六

】

七

良

記

録

す

る

匸

と

①

意

味

上

回

◇

つ

、

女

性

監

行

匸

上

乙

シ

ン

十

レ

ウ

△

「
ぐ

い

と

七

言

心
付

り
⑤

厂

广

剔

う

し

と

っ

は

、

女

性

上

労

㈲

、

ズ

匸

乂

化

、

倥

囗

牛

士

問

卜

か

け

る

う

作

廿

辷

帽

集

の

上

行

」
。◇

人

場

料

上

叩

个

Ｏ

Ｏ

Ｏ

円

、

当

口

Ｉ
Ｌ
ぺ

０

０

円

。

辯

障

者

割

引

・

半

額

行

添

１

名

か

干

額

づ

印

行

枚

券

亅

５

０

０

円

、

Ξ

日

通

し

券

Ｇ

Ｏ

０

０

円

二

父

唆

雰

工

・０

０

０

円

（

印

窃

言

。

チ

ヶ

ツ

し

毟

話

予

約

一
・・
Ｐ

Ｈ
・Ｓ

に`
Ｏ

ア

Ｏ

・

５

５

０

ｑ
Ｊ

二

言

卜

于

。

チ

ヶ

ツ

ト

耿

⑤

・
豊

巾

フ

リ

ー

ク

ワ

Ｅ
ｏ

Ｇ

８

５
一
？

つ
Ｊ
７

寸

Ｇ

、

ウ

ィ

ノ

ン

ス

フ

ッ

ク

ス

ト

ア

㈹

う
｛
一
。
叩
∵

６

・０

１

０

・

６
・
１

。

◇

【

上

映

作

品

】

口

時

・

閇

品

名

・

監

竹

名

2
6日

刧

時

『

結

婚

四

贈

惣

韓

国

、

イ

ー
ジ

ョ

ン

ツ

フ

ア

。
　

に
に
時

日

才

Ｉ

フ

ニ

ノ

ク

フ

ェ

ス

テ

エ
（

ル

目

映

画

『

韓

国

の

フ

ェ

ミ

ニ

ス

ハ

ノ
土

丁

イ

ス

ト

集

団

イ

ブ

メ

ー
ト
ル
⊃

跼
尾
翼
の
幅
回

・
ル
メ

ー
ト
ル

、
二

の
巨
大

な
機

体
が
ど
う
し
て
二

の
穴

に
入
Ｏ

二
め
た
９
。

ペ
ン

タ
ゴ
ン

の
罘

思
臙

は
五
昂

ら
さ
さ
や
か
れ
て

卜

だ

が
、
九
百

貿
易
セ

ン
タ
ー

に
衝
突
し
た
２

機
回
つ

い
て

疑
問

を
持
っ
た

人
は
し
こ
い

だ
ろ

う
。
し
か
し
二

四
ビ
デ

オ
に
よ
る
と

、
Ｃ
Ｎ
Ｎ

の
牛

中
継
の

映
朦
匸

は
ビ
ル

の
ド

か

り
大

き
な

午
ノ
コ

雲
が
あ

ヤ

ノ

广

る

。
９‐
7十

匸

も
な

回
か
爆

発
か

あ
っ
卜
に
か
上
思

え
る
則

二

①
映
濛
は

匸
ぽ

放
映
言

牡
仁

ご
り
匸
Ｃ
Ｘ
Ｘ

言

厘

と
放

映
し
匸

卜
な
卜

と
い

う
。
崩

壊
し
た
コ

つ
㈹

ビ
ル

⑤
近
く
万

卜に
界
貿
昜
七

ン
タ

ー
ア
毋

ビ
ル
か

飛
行
機

公

不

分

こ
こ
ら

卜
な
卜
の

回
崩
壊
し
匸

卜
る
。
な
廿
？

激
突
し
た

り
廠

の

旅
窩
機

⑤
つ
ち
ユ
ナ
イ
テ

タ
ビ
ー
フ

５
便
（
土
Ｉ
イ
ン
ヶ
７
Ｇ

了

型
機
）
七
つ

卜
匸
ノ

レ
Ｏ
Ｘ

ニ
ュ
ー
了
四
レ
土

―
ダ
ー
ツ

飛

行
機
七
窓

が
な
卜
」
と

叫
ん
匸

卜
る

。
ビ
デ
才
匸

見

匸
も
た
匸

か
七

庶
っ
言

に
見

え
る
。
窓
の

な
卜
旅

客
機
か

あ
る
の
か
？
回

物
機
９
＼

个

思

議

な

二

と

は
玉

だ

圭

訖

牛
ノ

ヅ
記
録
』
竹
川

、
午
△

ｙ

Ａ
匸

ン
1
･
9
時

フ

ッ

ツ

ニ
ブ
フ

匸
エ
ン

ド

古

今

几

ず
つ

ｙ

Ｔ
ノ

ニ

ロ

川
幃
『
3
0年

①

ノ
ス

个

‘
フ

ッ
ト

』
囗
本
、

①
卜

千
言
丁
∠

瀬
山
仏
了
　

冂
時

祁
分

日
牛

吸

介
　

冂
時
3
0

分

目
礼

編
集
円
　

卜
時
仙
分

百

万

白

ス
ス
仁

勺
空

二

台

肩

巾

ニ

ス

ク

チ

ェ

事
務
所
近

く
の

巾
国
料

理
言
で

食
べ
て

か
ら
、
や

み
つ

き
匸

な
っ
た

匸

Ｅ
。

付

句
を
蝗
め
る
な
Λ
匸

、

と
言

う
か

も
し
壮

士
甘
ん

か

、
乙
九

が
意
外

な
美
味

ン
、

言

言

の
二

匹
囗
匚

同

じ
。

叩
口
川

時
『
ギ
ャ
ラ

プ
レ

ー
カ
ー
ル
ス

』
ド
イ
ツ
匸
（

牛

①
フ

ー
ト

イ
フ

ェ
ル

、
口

皆
日
シ
ン
小

ノ
ウ
△
『
女
万

歴
万

ず
元
録
す
亘

囗
　
卜

特
韭
分

厩

言

⑤

凌

抑
循

と

Λ
二

竹

川

、

ケ

づ

匸

ワ

匸

し
匸

ノ

イ

・

ナ

ク

ス

ン

、

『

木

末

仁

ゾ

フ

⑤

八

白

』

口

本

、

匸

野

七

千

イ
　

！８

時

『

糾

外

川

上

匹

口

匚

罔

門

卜

言

わ

ヤ

＝
白

不

作

①

一一一一
心

大

叫

Ｉ
Ｏ
・
昌

弌

∵

い
Ｊ

圭
た
づ

と
し

聯

ほ

う
九

ケ

リ
ャ

①

松

佶

匸

も
Ｏ

Ｋ

。
ば
う
九
九
佰
を
使
う

場

燃

は
、
水

卆
璃

や

し

匸
、
ア

ク
を
拉
卜
二

⑤
め

仟
は
廿
匸
圭

す
。

【
材

料
】

廿

叩

把

、
シ
了

ニ
レ

ツ
ク
、
ニ

ン

ニ

ク
２

广
、
輪

町

し

唐

十

子

少
々
、
妙

め
油
人

さ
じ

弌

塩
ひ
と
つ
圭
み
、
水

5
0穴

水
溶
方
片
粟
枸
、

胡
麻
油
各
少
々

し
き
！
　

材
粨
を
こ

ら
え
　
　

ノ

匸
（

パ
ツ
と

作
气

出
米

婉
て

を
食

べ
る
こ

と
。
き

っ
と

、
虜

仁
な
り
ま

す
。

季
節
し
ょ

っ
て

、
蝗
め
特

わ
せ
る
も
の

を
代
几

牡
ば

る
。
作
品
で
は

結
論
は

罔
っ

て
な
い
。
映

像
を
ス

ロ
し

七

卜

七

シ

匸

見
せ

、
あ
と
は

判
断
し
て

ば
し

卜
と
い

う
ス

タ
ン
ス
だ
。

フ

ォ
ン
ク
ラ
イ
ス
ト

さ
ん

は
Ｃ

Ｎ
Ｎ
や
ｙ

Ｏ
Ｘ

か
ら
映

像
の
使
用
許
可

を
得
よ

う
と

し
七
断
ら
九

七
。
そ
の
た

め

四

万
の
発
表

を
断

念
し
よ

う

と
し
た

が
、
９

１
に
し
の
爪
実

を
米
国
民
寓

心
界
匚

知
ら
せ

る
匸
と
が
人
川
と

考
え
、
⑤

可
四
な
卜
上
士
発

表
。
服

売

は
七
ブ

ベ
ト

①
見

無
料
見
配

付
、
寄

付

を
崕

二

こ

卜

る

か
、
手
力
月

回

ご
Ｉい
Ｏ
Ｏ
Ｏ

企

怙
乂
か
あ

⊇

ソ

ト

う
。

口
木
足
八

制
作
言

り
弓

０
０

円
を
言

付
し
見

く
牡
瓧

∧

匹

頒

け

る
形

弌

乍

い
ぺ
る

二

十
リ
す
本
土
ヤ
・
ド

に
万

万

日

０
０
０
円

づ
艢
謡
恆

匸

丁
才
も
１

０
０
０
円
で

仁

け
る
⊃

ノ
ノ
‥
り
力
人
万

友
人

回

」
且
を
フ
レ

ビ
ン
ト

す
る

と
卜

う
の
も
ト
ト
て

ば
廠
卜

か
と
、
ヶ

囗
匸
（

ル

ー
し
Ｉ

ス

ー
午

ヤ
ン
ヘ
ー
ン
の

ぎ
く

ち

⑤

み

さ

ん

ド

言
っ

見

卜

る
。

‥ － 一 一

律

り
こ

①

耳
犬
は
洗

卜
水
気
を

罔
し
今

長

气

レ

ヅ

ノ

は
匸

永

仁
勹

上
戸

匸

．

寸

言
　
　
　
　
　
　
　

二

昇

匸

ニ
ク
ぱ
叩
言

匸

．

し

し
か
ら
、
柏
み
じ

人
切

リ
①
中
佰
錮
回

鈔
め
韭

俯

熱
し
、

二
言

三

元

加

え

匸

弱
火
で
卉
り

を
出

す
。

①
強
火
七
し
匸

シ
り〈

ジ

を
蝮
め
、
豆

言

矢

月

廿

匸

千
子

往

め

、
輪

切
り
・

唐
辛
郛
、
塩
を
如
凡
、
水

か
⑤
匸
人
牡
る
。

信
欄
匸
０

工
工
と
書

く
。
ビ

デ
オ
か
Ｄ

Ｖ
Ｄ
か

ウ
ド
別

を

明
記
す
る
乙
言

こと① 計出求をかけめぐる

北京公演の報告公演
ことばのパフォーマー

⑤
錮
を
返
し
匸
、

水
佰

Ａ
⑤

栗
粉
で

と
ろ
み

を
つ

け
、
仕
上
げ
匸
胡
麻

油
を

錮
肌
か
ら
回
し
∧
九
火

を

止
め
、
器
匚
盛
る
。

囗
囗（
2
7囗
、
宋

示
ｙ
山
国

の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
乂

（
力
士

匸

行
わ
れ
る

Λ
は
廿
み
つ
二

（

フ

岑
Ｉ

マ
ン
ス

・
Ｙ
ｏ
ｕ

＆
　

Ｔ
　

＆
　

Λ
Ｊ
ｕ

Ｋ

ｏ

▽

（
!
5
竹

、
四

時
）

は

少
今

変
わ

っ
た

敍
演
だ

。
ご

と
に
パ
フ

ォ
ー
マ

ー
”
の

は

ん
　

世
さ
ん
が
、
罔
几
卜
句
、
韭

はせ みつ こ１

京
四
５

勹
四
人
学
兄
公

演
し

た

も
の
を
そ
の
土
婁

冂

本
可

「
蠅
告
公
演
」
す
る
趣
向

。
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匸
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出

か

け
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粛

世

席
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悁

月
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―丶‐
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Ｉ
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ノ
″

－

郵

便

振

言

０

０

１

ａ

〇

・

二

㈱

馬

女

て
〈

白
川

こ
門

武

池

万

ふ

・
Ｇ

Ｇ

ス
Ｙ

Ｑ
‥
（

土

三

万

練

久

駅

）
　
　

偸

」
㈹

作

る

ク

寸

囗

フ

ラ

シ

ョ

ン

乱

⊃

下

俯

首

べ

よ

う

！
　

町

言

甲
中
国
・
帰
国
者
ま
つ
り

～

中
国
「
残
留
孤
児
」
訴
訟

勝
利
の
た
め
に

ツ

囗

九
卜
時
　

言

平

作

回

、
ビ

ザ
上
⊃

う

牛

う
ゾー

ン
　
↑

Ｏ
Ｏ

Ｏ
円
、
辿
牛

＝

Ａ

匸

茴

湲

肌
叫

ら

イ
ー
ー

ア

ー
ー
Ｇ

り一
〇

Ｔ

民
衆
の
音
楽
の
交
流
と

言

天
　
匸

ン
ア
の
風
フ
ェ
ス

テ

ィ
バ
ル

臼
目

卜
1
8時
に
竍
　

沖
繩

ノ

ノ
ヘ

レ
レ

ヨ
ン
劇
現
　

コ

广

レ
ビ
ビ
ニ

ヽ
「
冬

①
ソ

十
三

万
人
卜
つ

卜
匸

、
口

本

叩
、

ザ

に
了
１

△
Ｏ
匸

。

仁
子

、
匸
万
牡

古
几

さ

つ

匚
拍
⑤
か
か

白
乙
川
匸

ド
・・

七
万

つ
。
元
気
べ
圉
は

、
べ

勢
の
レ
レ
叫
山
子
∩

る

⑤

し

と

も

⑤

ブ

ゾ

ノ

Ｔ

Ｏ

十

丁

シ
勹
と
、
八
在
放
仟

丁

寧

美

し

さ
ロ

カ
ニ
で
け

本

☆

ｙ ≦ ふ

ｊ

鋩

印ﾐ しご　　　　　　　　　l ヽ-Ｓ゙ｊ
1 --

゛V ゛’

ヤ
ス

デ
…
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ノヽ
ク

羂
⊇

言

心

迎

土

卜

仁

子

工

匸

二
回

匸

匸

二

卜

☆

イ
ズ

ト

ニ

匸

レ

ノ

言

経

壮

士

寸

Ａ

匚

上
力

卜

し
匸

レ

ヘ

ゲ

ヘ

☆

ノ

ヘ

∩

ド

ダ
ロ

①

⑤

万
作

匸

参

回

人

乍

牛
尚

．
☆

Ｉ

ミ

イ

ン

川
っ
一
汗

妹
川

削

匸

、

☆

⑤

二

子

仲

フ
厂

・
ノ

ノ
ヶ

ブ

千

彼

七

四

心

刀
俚

言

凡

才

、

子

犬

七

衣

ヤ

ト
㈹

⑤

大

叩

ゴ
、

个

ｆ
六
万
上

司

勹
レ

匸

匸

辷

ケ

し

う

フ

・

フ

ノ

テ

ド牡

牛

四

中

匸

、二

復

紅

験

匸

仟

い

紬

子
子

心
元

勺

汗

ば

、

爪

八

少

口

言

足

っ

匸

川

甘

つ
心

人

匸

二

七

三

べ

言

七

ト

ト
ニ

大一
伽

噺

①
厂

士

世

廿

、

森

内

土

ニ

ア

人

四

①

人

上

七
合

玉
ハ

ノ

匸

る

犬

山

娘

匸

し

、

『
レ

ン

デ

レ

フ

は

、

元

谷

匸
じ

よ

七

よ

ナ

ン
（

仁

言

し

ろ

．
分

け

家

族

七

万
へ

家

族

匸

あ

万
女
上

ベ
ブ
ニ
三

二

寸

勹
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呼
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爪

几

二

①

ブ

ロ
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匸
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二

大

言

卜

卜

夕
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｛

ペ
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犬
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ソ
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匸

厂
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①
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づ
勺

广
且
し

ヘ
ト
ニ
上
ブ
匸

几
∩ し

ゾ

巾

言

ゾ

ヅ

ゾ

匸

ヤ

ゲ

つｙ

入
…
…
‥
‥ｙ

・ヽ三

寸

匸

‥
ニ

ト
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Λ

凵

ご

皿

三

了

ｙ

．’三
‐
に
ニ

ノ

冫
ｙ
、『

』『
ｊ 一
’ 一

、

コ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

匸

二

川

ド

リ

ブ

ル

匸

浪

町

化

九

五

岸

卜

厂

バ

七

り

川

且

①

卜

卜

』

柚

足

し

匸

卜

几

卜

匸

言

弓

に‐゙、Ｊ
、

叫

口

婚
⑤
ぐ

①
朧
月
刀
仁
し

二

今

言

ニ
ト

フ
匸
に
＜

ゾ

ト

匸

７‐
寸

ヤ
兄
匸

ク
言
⑤

べ
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ポクは建てるよ．住宅を

ヘー－ベルハウスを笂つてるかい

ホームズ1

胼⊃

ボウはつくるよ、せんいをね

すんごいせんいをつくるんた

せんい１

ポクはと＜.いさフ応子がIね

英語で巵えぱ，エレクドゴニクヌ

エレクト囗ニクス∠

ポクの分野は。パケガクさ

英語で言えは｡ヶミカルだ

ケミカルズ1
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岨几帳株で.三て

ボクは健康芙一だ

医薬･医療が拒当･き

フフー･マｊ

ポクは包むよヶいろんなもの=を

サランランプIと仲間たち

ライフ＆リビング１
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ボクはつくるよ、建材を

建葵材料｡ 賂して建材

建材
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